
CASE STUDY

全日本空輸株式会社 様
Aryaka SmartAccess 導入事例

Aryaka SmartAccessの導入で 
中国からのVPN接続不安定リスクを回避

会社概要

導入前の状況と課題

Aryakaを採用した理由

ソリューション

導入効果

中国・日本を含む世界中に展開されたPoP

全日本空輸株式会社
www.ana.co.jp

本社：	 東京都港区
設立：	 1952年12月
資本金：	 25,000百万円
従業員：	 14,830名（2020年3月）
業種：	 定期航空運送事業、不定期航空

運送事業、航空機使用事業、そ
の他付帯事業

Aryaka SmartAccess

・VPN接続不安定によるリスクを回避
・利用者からのクレーム可能性を低減

国内外に多数の拠点を持つ航空業界の最大手企業、全日本空輸株式会社様（以下、
ANA）。
約307機の航空機を所有し、国内53都市と海外53都市（2020年時点、運休路線を含
む）に就航しているほか、SKYTRAX社が運営するワールド・エアライン・スター・
レーティングでは8年連続で最高評価を得るなど、サービス品質の向上にも積極的に
取り組んでいる。	

世界のリーディングエアライングループを目指すANAでは、顧客へきめ細やかなサー
ビスを提供するため、国内にとどまらず海外にも多くの事業所を展開しています。早
くから働き方改革や業務への IT 活用に力を入れる同社では、効率的に業務をおこな
うための業務支援サービスを日本国内に構築し、これを国内外から利用できる体制を
整えていました。

北京をはじめ中国国内の事業所に勤務する現地従業員も、VPN接続を通じてこの業
務支援サービスを利用していましたが、インターネットへの特殊事情を抱える同国の
地域特性の影響により、安定したシステム利用ができなくなる懸念がありました。

情報セキュリティ・基盤戦略チームの青木氏は、次のように当時を振り返ります。

「中国におけるインターネットの特殊性は、早くから認識していました。そのような中、
中国で利用していた別のネットワークにおいて VPN接続不安定の事象が発生し、業
務の一部が滞るなどの影響がありました。
これをきっかけとして、当該の業務支援サービスにおける同様リスクを低減するため、
対策ソリューションを検討することとしました。」
(青木氏 )

　●主な課題
　　・中国からの VPN接続不安定の事象への懸念
　　・通信品質の業務影響へのリスク

「VPN接続不安定のリスクを低減しつつ安定したシステム利用を実現するため、行き
着いたのが Aryaka	SmartAccess でした。」
(青木氏 )

Aryaka	SmartAccess は、既存の VPN 技術を活用して Aryaka の PoP(Point	of	
Presence) へ接続する仕組みであるため、わずかな工数・期間で導入できることはも
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お問い合わせは 技術サービス本部　営業部　Aryaka (アリアカ) 担当まで
Webサイト内フォームからお問い合わせの際は「グローバルSD-WAN」をご選択ください。
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ちろん、利用者側の作業負担や手順変更点を最小限にしてリリース
することが可能です。
また、Aryaka の PoP が中国および日本の双方へ配置されているこ
とや、冗長構成による高稼働率・信頼性も、選定評価において重要
視されました。

「対策となりうるソリューションをいくつか調査・比較しました
が、どれも決め手に欠けていて困っていました。そのような中で
Aryaka サービスの提案を受け、最もシンプルかつ有効な対策であっ
たこと、そして事前検証の結果、中国から日本への通信が常時安定
して高速化されることが確認されたため、採用を決めました。」
(青木氏 )

　●選定のポイント
　　・既存環境を活かせ、利用者負担が小さい
　　・中国と日本の両方に PoPが配置
　　・高速かつ高稼働率

Aryaka導入による効果

今後の活用

設備導入を伴わないシンプルな構成ながら、Aryaka のグローバル
なプライベートネットワークを経由して通信するため、通信の安定
性を向上しつつ、VPN接続不安定による業務影響のリスクを最小
限に抑えています。

リスク対策を主な目的としていたことから、導入直後の効果は実感
しづらいとしつつ、青木氏は次のように語ります。

「ネットワークは『高速に接続できるのが当たり前』と捉えられが
ちで、少しでも遅延などが発生するとクレームにつながりやすいこ
とが、悩みの種となっていました。
しかし Aryaka サービスの導入以来は、利用者からのクレームもな
く、安定したシステム利用を実現できています。リスクであった
VPN接続不安定の事象や、ネットワーク障害も発生していません。」
(青木氏 )

　●主な導入効果
　　・VPN接続不安定によるリスクを回避
　　・利用者からのクレーム可能性を低減

「新型コロナウィルスの感染拡大による影響を受け、航空運送事業
を生業とする当社は厳しい経営環境に置かれる一方、リモートワー
クの普及に代表されるニューノーマルな時代への適応を進めていま
す。このような時代において、通信ネットワークの安定したサービ
ス提供の重要性は飛躍的に高まっており、信頼性の高いAryakaネッ
トワークを最大限に活用していきたいと考えています。」
(青木氏 )

Aryakaを活用した構成イメージ
情報セキュリティ・基盤戦略チーム

青木 三月　氏


